
Shakespeareの韻文における語順転換

原 田 文 郎
一
一
一

W.FranzはShaﾙeSp"7･e-G℃α加加α雌§681b.(1)にお

いて「韻文の語順は韻律形使用の際の詩人の主観性が非

常に大きな役割を演ずるので散文の語順より自由になら

ざるを得ない｣という趣旨のことを述べている｡若し韻文

の語順転換(2) (TranspositionofWord-order)の内容を

甘)シェイクスピアの散文にも見られる「一般的な語順転

換」㈲散文には見られない，たとえ見られるにせよ極め

て稀な「特殊な語順転換」の二種類に区分するならば彼

のいう 「自由な語順」とは後者を指していると思われ

る。従って韻文の語順転換の特徴が㈹で見出されるなら

ば頻度的の差異による相対的差異であり，㈲はこれに対

して質的差異と見倣すことが出来る。それ故問題点は次

の二点にしぼられてくる。 1．げ)において主語以外の文

要素で文が始まるときdS-V'という正常な語順のまま転

換されるときと0V-S'という語順転倒(Inversion)を伴

うときがある。両者の対立は韻文と散文とに於てどの様

に異なるか，類似点があればどんな場合か。述部内での

語順についてはどうか。 2．㈲の特殊な語順転換は主語

と動詞，述部内でどんな場合に， どんな文体的効果をね

らっているかが問題となる。

取り上げたテキストは1598～1603年間に書かれた作品

のうち散文が圧倒的に多いKZ"gHを刀ryIV第一部・

第二部とAsYb"Z,姫e〃・詩行が優勢であるん肋s

Qzes".詩行が散文の二倍半も見られるHZz加伽である。

PARTICommonTranspositionofWord-order

1.0. Front-positionofanAdverbialAdjunctor

Clause.

転倒を惹起する規則性を基準にして1． （ほとんど)例

外なしに転倒を件うAdverbialAdjunct2.比較的随意

的に転倒さを伴うAdverbialAdjunct、 3.全く偶然的

に転倒を伴うAdverbialAdjunctまたはClauseに分

類される。

1.1. (Almost)Obligatorylnversion

EmptyGthere',NegativeAdverbまたはConjunction,

hereが此処に属する。散文と同様でV-S(v-S-V)が

圧倒的に優勢である。但し主語と動詞との均斉(Relative

weight)によって変型を生ずる。

(a)M-v-V-S

・ ・ ・andtherezUe7-efim""

Uponaheapa加刀〃“g伽s"zUo"ze'z,

(CIzes、 1.3.22-4)

cf． ・ ・ ・forhereルα”e6ee7z

助加es"07･ seue",whodidhidetheir

faces (乃遡. 2.1.276-7)

関係詞節が後続すれば特別な場合を除きこの語順とな

る。

(b)M-S-V

Seldomhes"z"es,α"as加泓esinsuchasort

（乃脇． ，､2.205）

Poutsmaは上の例を「明確な理由もなしに正常な語

順が守られている」ものの一つにあげている(3)。然し軽

い主語と重い動詞(smilesがくりかえされている）の均

斉を考れぱ理由がないわけではない。勿論それと同時に

5詩脚をそなえた弱強格の詩行である点を無視すれば片

手落ちになろう。則ち韻律が語順決定に最も影響すると

思われるのは, iambusの詩行の中にtrocheeが介入す

る度合の最も少ないのは第5詩脚をのぞいて第2詩脚で

あるという点である(4)。

第一詩脚の後にpause(弱音節のあるべき所へ強音節

がくればpauseが必要）を置けば行を不均衡(2+8

音節）に二分することになって不自然であり， 2音節は

他の部分との有機的な結合から隔離孤立されて見苦しい

からである(5)。此の原則は次の語順を説明する。

(c)M-S-v-V

Nomorether〃妬むe""α"ceqfr"sso"

Shα〃ぬ"6herlipswithherownchildren's

blood; (ZH芋． 1.1.5-6)

Andhereオルes""gα"ffsjんe7･T7-e"オshα〃

アz"2 （乃〃､ 3.,.,02)

然しながら意味も亦看過し得ない点である。文脈上強

調される語はそれが目立つ箇所〔前位(Front-position)

か後位(End-position)]えと置かれる。次の詩行では動

詞S此z〃αがん〃と対照(Antithesis)されている。

(b')M-S-V

Heredidstthouん";andherer勿加"”芯

srα"d, (C"es、 3.,205)

cf. here"esｵﾙe加加r (ZHf、 2.4.448)

1．2． ComparafivelyOptionallnversion

now,then,thus,so,yet,therefore,Local Cthere'の一

群は転倒が優勢であるが正常の語順も可成りあって両者

の変動が激しいものである。則ち此等は選択の幅が広い

だけに動詞の種類，主語の軽重，韻律などの条件に左右
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ISroomenough:………(ZH芋.5.4.9,-2)

ここでは1.1. (b)で述べた第二詩脚では強弱調をさ

けるという原則が支配していると考えられる。所で散文

では形容詞相当語を持つ名詞が主語の場合転倒が韻文の

場合より多い｡soisα〃刀αj"γei7zIo"emortal infolly

(As.2.4.56-7);Thenαγeo"r6gggrz7asbodies, ando"γ

"zo"αγchsα"ao"sｵγetcheEM"oesthebeggars'shado-

WS. (H''ZZ.2.2.269-7,); SOiSr〃ejb'geh""qfzz??zfz?-rierJ

77z"zmorehonourablethanthebarebrowofaba-

chelor; (As.3.3.60-2)以上のべた(a),(b)について総計

された分布を見ると主語が代名詞のとぎ転倒が多いこと

がわかる。

されやすい。

(a)M-V-SとM-S-V

完全自動詞で, be,lie,1ive,remainのような「存在」

を意味するものcome,go,follow,endのような「運動」

を示す動詞が用いられる時，主語と動詞の均斉で決定さ

れる。

． ． ･then加祁r〃s"g肋ノル"";(C(zes.

3.2.190）

Wherenow7-e"zα加sas”eαγEZﾉe芯われ：

(ZH"f. 4.,.53)

cf.Thus〃γg"""s,andtheremainder

t畑S・ (H". 2.2.,04)

これは散文でもいいえる。Nowco77zei"Meszueeresr

"07aseZqfrhe冗妙ｵ, (2H¥, 2.4.396)Cf・heisalready

intheforestofArden…thererhay""e(As.,.1.120-2)

(b)M-V-S-CとM-S-V-C

不完全自動詞Gbe'と共に用いられる主語が代名詞な

らば転倒が一般的である。Andthereforeαγerhayvery

dangerous． (Cfzes、 1.2.2,0);Orelse""er"sasavage

spectacle: (乃脇． 3.,.228);Soa7ezueCK'sar'sfriends,

thathaveabridged(乃遡、 3.,.,03); Thenisメルere(6)

mirthinheaven,(As､5.4.,,4)然しIsitの場合Itisと

いう正常の語順が多く用いられる。それはItisが環境

次第で韻律上弱強(×』）とも，強弱(×4）ともなるから

である(7)。但し偶数，奇数詩脚にわたると（××）となる
ノ × × タ × ノ × ダ × ノ

N6wis"R6ineindegaandro6menoagh,

(Cczes､1.2.156)
' × ノ × ノ

cf. ・ ・ ・ therefore"ismeet(IMJ.,.2.3,4)
× ノ × ﾉ ノ ×× × ’ × ノ

Andyet""nOtthatlbeartheelove;

(As､3.5.93)

散文は韻文程規律的なリズムはないがIamとAml

の存在は此と無関係ではないであろう。 yetIα"zthe

kingofcourtesy(JZH｡f.2.4.,,);nowIα"zinaholiday

humour(As.4.,.68);nOWα"zIl ･･･…, Iittlebetter(Z

H芋.1.2.105-6); thenα"zInotwo-leggedcreature (Z

Hｲ.2.4.207）

主語が名詞の場合どちらが優勢とはいえない。頻度数

が少ないせいもあるが，け)単に名詞だけの主語の場合：

･･･andthenisdezzオルabenefit. (Cczes.3.,.,03)と㈲形容

詞を持つ名詞の主語の場合:Nowisｵﾙαｵ刀06JetﾉesseZ

fullofgrief,(CQes.5.5.,3)のうち後者は正常な語順とな

ることのほうが多いからである。次の詩行の人称代名詞

属格は形容詞相当語である。

AndnowZhezγか〃eα"α7"eなんiSasleep.

(zH"f.4.3.22)

Therefore"zyfZg℃fsalustywinter, (As.

2.3.52）

ButnowZWO"CeSqfｵﾙezﾉjJesfeα"ん

V－SS一V

vIPvIP

ｌ
ｌ
ｉ

’ 7③

3(3)

4②

1

5(4)

20⑪

7(4)

0

6(3)

2

1

16⑦

ZHイ．

2H手．

As.

Cfzes.

H77zZ.

TOTAL

1

1

12

9②

8(4)

31(6)

ｊ

ｊ

３

３

ｉ

ｌ

３
０
２
１
０
６

１

１

V=verseP=prose

（ ）印内の数は左側の数字に含まれる主語が
名詞の場合

(c)M-V-S-O

一般に他動詞の時は目的語がない場合より転倒は起り

にくい(8)。韻文と散文とに共通して用いられる実質語

(Fullword)の動詞は｡have'の承である。それ以外の

動詞は韻文の特殊な語順転倒(→PARTH)に見られる。

Iwishwemay:butyet加汐eIammd.

(Cczes､3.,.,44)

YethaueIsomethinginmedangerousp

IH77zZ.5.1.285)

散文の例:andnOWhashelandandbeefs.

（2Hﾁ.3蝉2.352-3）

(d)M-v-S-VとM-S-v-V

助動詞と本動詞の間に主語を置く複合型式の転倒は上

述(c)の様な制約に拘束されず自動詞他動詞にかかわら

ず用いられ，受動態にも適用される広汎な使用領域を持

つ。韻文ではこの転倒が圧倒的に優勢である。これは統

語上と韻律上の理由があると思われる。前者は主として

他動詞の転倒GM-v-S-V-O'についてであるが自動詞の

それについても無縁というわけではない。則ち主語の前

に動詞を置く ｡V-S'という語順は動詞の前に主語を置く

という言語の一般的原則と反するので，比較的無意味な

助動詞を主語の前に置き真に重要な実質的動詞を主語の

後に置くことによって二つの相反する傾向を調和させる

ことが出来る(9)。就中目的語をもつときそれを本動詞の
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1．3. CompletelyOptionallnversion

此処には(ｲ)副詞節，㈲時間頻度を意味する副詞(句)，

例場所・方向を示す副詞(句)，㈲様態・程度を示す副詞

(句)，㈲その他の副詞(句)が属する。転倒を伴うかどう

かは殆んど偶有性が支配する。それ故個々の副詞節・副

詞(句)についての正常な語順と転倒との対立は問題とは

ならない。また散文と共通するものがあっても或る程度

の頻度数がなければ比較の対象とはならない。唯し両者

の一般的傾向はとらえられるであろう。

㈹副詞節

副詞節の後に見られる転倒は一般的ではなく5つの作

品を通じて見られるのは韻文・散文を通じて二・三を数

えるの承。Whenlwasdry…,/C4z7?ze""eacertain

lord(ZHaf.1.3.3,_32);AsPompeywas,α"Ico"zle"秘

toset(C@zes､5.,.72)散文の例:IfyoudoloveRosalind

･･･， Shα〃jﾉozzmarryher:(As､5.2.68-70)

㈲時間・頻度

rodtzy(ZH¥.2.3.11912Hgf. 23.44), rhiseW"zg(Z

H"f.2.3.109),rﾙ歯刀zOγ"加g(CczeS.5.1.84), Soq/re'z(C@zeS.

3.1.,,7),ん〃＃ん"‘yｵ加es( ''zZ､3.2.165),erc･散文の例：

rO7'ZO'･rOW(AS.5.3.2,H''zI.4.7.44), αオ”〃ch""ze(As.
3.2.429）

（'1場所・方向

ji･o'〃ｵﾙe”αzﾉasqf”6〃(CaeS､1.2.,25),oU〃Z《ﾉﾙose

acres｡(ZHsf.1.,.25),"Zhe血液(H"zZ､5.2.,3),"ル伽

(As.5.4.,90), @z/rerル加(2Hｲ.1.,.36), erc・散文の例：

yo"此γ(As､1.1.28),dow'z(ZH¥.2.4.239)

（=）様相・程度

g7-ieUo"吻(C@ZeS.3.2.85),ん〃6rntﾉeb'(ZHﾁ.5.4.蝿),

〃e"eγ~娩e""(2H"f.5.3.98),sojZZ7.(ZHf.2.3.1151H7Z2｡

1.2.5), 6yso''z"ch(ZH.1.2.234),erc.散文の例:ﾑyso
7""Cﾙｵﾙe""e(As,5.2.49)

㈲その他の副詞句

加オルiSsre@zd(C@zes.5.1.856),""s"伽γ(C@ZeS.2.8.12),

”肋〃oJess'z0""qfんtje( "zJ､1.2.,,0), 0〃ｵﾙeか

α"s"e7･(ZH芋.5.,.,,9),eｵc・散文の例加zhesecJa9'℃ES

(As､ 5.2.4,), j〃γ"'･oqfqfr"s (zHﾁ. 1.2.218), qf
叫餓7･zz"ce(2Hﾁ.5.4.28),伽UeW""ｵﾙ(2H芋・2.4.116),

さて副詞(句)についての傾向は次の表によってもっ

と明白になろう。

後に置けるという点は無視出来ない。後者の理由は助動

詞が環境によって強勢にも弱勢にもなり得るので韻律調

整の役割を果すからである。

(d')韻律と語順

韻律調整の役割を実例に承ると(ｲ)の強勢のとぎ㈲弱勢

のときは次の如くである。
× ’ × ノ × タ × タ x ′

(f) Thusever虚arebellionfindrebuke

(ZH乎.5.5.,)
’ × × ’ × ′ ’ × × 』 （×）

（ﾛ)Now"zig"Idoitpat,nowheispraying;

(H77zZ､ 3.3.73)

何の律動組織を， aは奇数の, bは偶数の音節をあら

わすものとして並べることが出来る。

ablablablablabl(a)
× ×

助動詞と主語はblaの如く弱弱となっている。もし
× ’

正常な弱強調lablの一詩脚を代名詞の主語と助動詞

が占め， どちらか一方に強勢を置かざるを得ない環境に

出会うなら， どちらに強勢がおかれるであろうか。特別

な場合をのぞいて助動詞に置かれることに異論はないで

あろう。従って第二音節にアクセントを持つ本動詞が用

いられている詩行では語順がM-S-v-Vとならざるを

得ない。最初の例のscansionは次の様になろう。
× ’ × タ × ’ × ' × ’

Andthuszuezu〃〃"℃"youthecause,

(C[zes､3.,.,8,)

AndnowI""z"zcI"fasecretbook,

(ZHイ.1.8.,86)

AndyetI加邸sオγe"enzb"you,mylord,

（乃脇､5.,.32）

先のけ)河と異なる注意すべき環境は副詞が偶数音節b

に置かれている点である。同一条件で唯し本動詞の第一

音節にアクセントがあるならば助動詞は縮約されるc

AndthenI'"studyhowtodie(As.4.3.63)

逆に音節を増す必要にせまられることもある。

Camefromthenorthandthusit"d

import: (ZH子.1.,.5,)

いづれにせよ韻律が語順に影響する所が大きい。さて

散文でも両方の語順:yetIs肋"〃6"7-nocross……

(As.2.4.12);Nows〃α〃"eA7zow……(ZH¥.,.2.118)が

あるが正常の語順がやや多い。韻文との差異は下の分布

から明らかで韻文では転倒がはるかに勝っている。

S－v-V | v-S-V

vIPIvIP
| VERSE | PROSE

Time&Fnguency

Place&Direction

Manner&Degree

Others

TOTAL

⑧
⑥
⑧
⑤
⑲

７
２
６
８
３

１
２
１
１
７

４
３
３
５
５１

イ
チ

●
●

乢

畑
朋
血
伽
肌
Ⅲ

４
０
４
５
６
９

１
１
３

５
１
３
３
２
４１

６
２
１
３
２
４

１
２

８
３
３
０
４
９１

②

⑤
⑦

（ ）内の字は左側の6V-S'と｡v-S-V'の合計
の数の中に含まれるGV-S'の数を示す。
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此等の副詞(句)の用法の一つは前文との関係から用い

られるものと語(句)の強調である。

(a)前文との連絡

Mylord,SirJohnUmfrevileturn'dmeback
….､－．4/r”h伽camespurrmghard

Agentleman,almostforspentwithspeed,

(2H"f.,.,.34-6)

Thismorningaretheyfledawayandgone;

And伽ｵﾙei7･""dsdorvens,crowsandkites,

Flyo'erourheadsanddownwardlookonus,
(C@zes.5.,.84-6)

散文の例:nosoonerknewthereasonbutsought
theremedy; andi刀娩esedegreeshavetheymadea

PairOfstairs…(As.5.2.39-4,)

(b)強 調

散文から区別されるのはこの強調が韻文にはるかに多
く見られることである。

ど）前位強調

FJzj7zwouldlgotomeetthearChbiShop,

(2H芋.2.4.65)

AndheZZe7･-s彫"e7･havelrodetothee,

（〃α､5.3.98）

Andz"""zoless"zo〃伽吋JoTﾉe

Z物α〃ﾒﾙ"""c施國”γ"ｵ伽her6"rs"s

so7z,Dolimparttowardyou……(H"zJ.
,.2.,,0-2)

感嘆文も前位強調に属する。やはり転倒の語順が普通
である。Ho""eα伽e7-,struckenbymanyprinees,
Dosオ肋o"here"e! (C@zes. 3.1.209-jo); Illweaved

ambition,how77zz"hα"ｵ加拠s〃z"z"!(ZH芋.s.4.88)

散文の例:hows"城砂”"〃hisFbebﾙｵﾙewo"zα"'S
ｵα"Oγγz"zoff! (2H乎・3.2.287-8)

㈲後位強調

foronhischoicedepends

Thes峨妙α"cJh@zMqfr〃iswhoJes"";
(H77zZ.,.3.20-,)

Tothelatterendofafrayandthebegin-

ningofafeastFitsa伽〃/Mghreγα”α

"ee7zgzJesｵ． (ZH¥.4.2.65-6)

(c)M-v-S-VとM-V-S

先の表から複合型式と単一型式の転倒は前者が圧倒的

に優勢である。そこには1.2(d)でのべた統語上の理由

と1.2． (d')でのべた助動詞の韻律調整の機能を見逃す

ことが出来ない。次はH)弱勢, (ﾛ)強勢の場合である。
× ノ × ノ × ×ノ ′ × ノ

い、AsldWastOthyfOOtdorhCassiusfall

(Cczes.3.,.36)
ダ × × ' × ノ × ノ ×

Threetimes加地HenryBolingbrokemade
′

head(ZH手.8.,.64)

タ × × ' × ’ × ノ × ’

㈲F5rfromhismetalz"Shispartysteel'd

(2H乎・,.,.,,5)
× ノ × ノ × 」 × ノ × P

Andinmyconductshα〃yourladiescome;

(ZH¥.3.1.92)

2．0． Front-positionoftheComplement

単一型式で転倒の語順を伴うか否かは主語と動詞の均

斉と，それを補足する文が後続するかどうかに左右され

る。複合型式は頻度数が少なく一般的なことは云えない

が少なくとも転倒が優勢である。

(a) C-V-S

主語が名詞，関係代名詞が後続する代名詞のときはこ

れに従う。

㈹名詞の場合

SofullofartlessjealusyjSg"", (H77zZ､4.3.2)

Uneasy"""e"""thatwearsacrown

(2H芋.8.,.3,)

Sheeithergivesastomachandnofood;

Suchαγethepoor,mhealth;…(2H芋.4.4.,05-6)

㈲代名詞の場合

Happyα"Zlthathaveamansobold,

(2H芋.5.2.,08)

………andblestαγejhose

Whosebloodandjudgementaresowell

commingled, (H77zZ､3.2.73-4)

これは散文についてもいえる:Blessedαγerhaytha

havebeenmyfriends; (2Hf.5.8.,44)

(b) C-V-SとC-S-Vの対立

既に1.2.(b)でItisは環境次第で弱強（×』）にも強

弱(』×）ともなりうるとのべた。 このリズムの可変性

は次の語順の交代性を説明する。但し(bla)にわたれば

（××）。

(f) IsitとItis
ノ × × ノ ノ × × ' × ′

TrIleis"thatWehaveseenbetterdays

(As､2.7.,20)
× ' × － － ーダ × ノ × ノ × ′

Mytables,-meet"islsetitdown,

(".,.5.,07)

㈲AmlとIam
ノ × × ノ × 』 4 』 ×

FriEndscz77zIwithyouallandloveyou
l

all, (CCzes､3.1･220)
′ × × 』

………VExedIcz"'(乃脇.,.2.89)

(c)C-S-V

就中後続する語句・文と相まって陳述が完結する時正

常の語順となる場合が多い。

甘）反語的語句

．……・・ constantyo〃α7℃，

Butyetawoman:………(ZH芋.2.4.,,,-2)

cf・散文の例:Wounded"is,butwiththe

eyeofalady. (As､5.2.27)
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torememberthyname! (2H芋.2.2.,5-6)

㈲C-v-S-V

Alas,Whatdanger"""6e""s,

Maidsasweare， totravel fOrthsofar7
●

(As.,.3.,,0-,)

HowfoolishdOyo"ｱ/b"ssee"znow,

Calpurnia! (Cczes.2.2.,05)

散文の例:Whatamaidenlyman-at-armsa花yo〃

6eCO"Ze! (2Hf.2.2.82)

感嘆文に関しては韻文と散文との差異はない。

3.0． Front-positionoftheObject

単一型式では正常の語順が圧倒的に多い。転倒は動詞

の種類できまる。即ち｡have'動詞に於ての承見られるこ

れは散文でも同様である。その他の実質語(Fullword)

の動詞の転倒は韻文の特殊な語順転換(→PARTH)に

属す(1.2. (c)参照)。複合型式では目的語が代名詞なら

転倒が多く，名詞なら正常語順が勝る。感嘆文では転倒

が一般的である。

(a) O-S-V

形態的に主語か目的語か不明な次の場合これ以外の語

順変更は意味の不明瞭を招くであろう。

NotAmurathα〃A""γα肋SZZCCeeEJS, (2H¥.5.2.48)

正常の語順CS-･V'が守られる理由はここにある。

(b) O-V-S

従って此の語順ではActor (動作主）が直ちに認定さ

れる人称代名詞か名詞に限られ動詞もまたGhave'にの

ぷ限定されるのであろう。

Toomuchofwaterh"オ肋o", poorOphelia,

(Hｸ"J,4.7.,86)

Anhabitationgiddyandunsure

IZ"ルルethatbuildethonthevulgarheart.

(2H¥.,.3.89-90)

Someheavybusinessルα晩〃lyん耐mhand

(ZH"f.2.3.66)

散文の例:Suchanexploit加Uermhand,Ligarius,

(Qzes.2.,.308);Such""eIj ......(ZHf.4.2.34)

㈲補足的説明の文を伴う

Agallanthezu"s,hisnamewasBlunt;

(ZHィ.5.3.20)

（ノウ譲歩節・条件節を伴う

Butminerho〃α〃,whoe'erthoube,

(ZHsf.4.5.37)

Amightyandafea㎡ulhead"ya花If

promisebekeptoneveryhand,(IMJ.3.2.,67-2)

結局主語が代名詞のときは正常の語順が多く名詞のと

きは転倒が圧倒的に多いのでsV･-S'と6S-V'の語順の頻

度数は逆の方向を示すこととなる。

| ｡-:-'
| vIP

C－V－S

v l P
－ 1

I

Ｌ

Ｈ
Ｈ
ａ
唖
此
Ⅶ

●
●

手
ヂ
Ｚ
２
Ａ
Ｃ
伽
・
伽

１
１
１
１

５
１
３
９

く
く
く

５
０
１
０
４
０１

０
４
５
２
６
７１

ｊ

ｊ

ｌ

Ｏ

Ｉ

Ｏ
Ｏ
１
０
０
１

0

2②

1 （1）

0

0

3 （3）

’ ④
②
①
②
⑤i’

V=Verse P=Prose

（ ）印のなかの数字は左側の数（名詞のときとの合

計）に含まれる代名詞が主語のとぎの数

(d) C-v-S-VとC-S-v-V

Aministermgangels肋〃刀靭s"e7-6e,
●

(HMJ.5.1.26)

Andinmyvoicemostwelcomeshα〃yo〃

6e､As.2.4.487)

Embowell'd""Iseetheebyandby:

(ZH芋.5.4.,09)

次の正常な語順は1.2.(d')でのべた「主語が代名詞

でそれが助動詞と1詩脚を形成し, どちらか一方に強勢

を置かなければならぬときは助動詞におかれる」という

原則に従っている。

Untothatelement:butlong"co""not6e

( '"J.4.7.,8,)

(e)感嘆文の場合

その大部分は転倒を伴う。主語が名詞であるか否かは

此処では関係はない。

(f) C-V-S

Why,whatawasp-stungandimpatientfool

Aγオオ加郡tobreakintothiswoman'smood,

Tymgthmeeartonotonguebutthme

OWn! (ZH¥.1.3.234_6)

Howweary, stale, flatandunprofitable,

ARe"tomeα〃Zhez'sesqfzhiszUoγ〃7●

(HMJ､1.2.,33-4)

散文でも同様である:Whatadisgrace/s"tome

I
O－S－V O－V－S

vIP vIP
’ZH子．

2H¥.

As.

C"es.

H"zZ.

TOTAL

７
４
５
５
７
８２

５
４
２
０
３
４１

１
１
０
０
１
３

１
０
０
１
０
２

’

’ ’１
１

(c) O-v-S-VとO-S-v-V(O=Pronounの場合）

後続の女の有無によって語順の対立がある。普通は転

倒による。
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散文では一例の承･･allthereve皿e…”j"Iestate

uponyou, (As.5.2.,2-3)結局散文では目的語が名詞の場

合正常の語順が「圧倒的」に勝るのに対し韻文では「可

成り」勝るという表現が許される。

(f) O-v-S-V

ThisルaUeIγ"加o"γ'cithroughthepeasant

towns． (2H¥.Ind.33)

AmdthesedoessﾙedZMyforwarnmgs,and

portents,(Cczes.2.2.80)

Omiracleofmen! him"cIyo"Jea汐e，

(2H¥.2.3.33)

散文の例:forhimルaUeIq舵"αerI. (CcZeS. 3.2.32);

Thennoneh""eIq放"‘たとJ. (Caes.3.2.39)

㈲O-S-v-V

後続の文．節と相まって陳述が完結する場合(2.0. (c)

参照)。

ThisI77z""cIo,orknownotwhattodo:

(As.2.3.34)

YetthisI""notdo,dohowlcan;

（乃遡.2.3.35）

This"o"zgﾉo"〃SオSqy,6Yoursondidthus

andthus; (2H乎・ 1･1･76)

(c') O-S-v-VとO-v-S-V(O=Nounの場合）

前者の語順が一般的だが，後者の語順をとるのは韻律

に左右される所が多い。

(f) O-S-v-V

Andthekmg'srouseオルeル“”“shα〃〃"〃

agam,( '7zZ.,.2.,27)

Andmtheirbarksmy.thoughtsI'"

chamcre7･: (As､3.2.6)

………Whatyouhavesaid

I""co"s"";･…..…(CIzes.,.2.127-8)

㈲O-v-S-V

目的語が弱勢で終るとき助動詞は強勢となって韻律の

調整に役立つ。次の詩行のdo(did)はまさしくそれで

ある。

Thylandsandallthmgsthatthoudost

callthme

Worthseizuredoweseizemtoourhands,

(As.3.,.9-,0)

AndtidmgsdOlbrmgandluckyjoys

(2H芋.5.3.99)

Foryoumystaffofoffice伽aIbreak

(ZH芋.5.,34)

他の助動詞にも適用する。

ForthwithapowerofEnglishshα〃we

levy; (ZHf.,.1.22)

Suchattributionsﾙozｲ〃theDouglashave

（乃za､4.,3）

Aborrow'dtitleルαsrthouboughttoodear

（乃遡.53.23)

Allhotandbleedingwi"weofferthem:

(Ibia､4.,.,,5)

1
O－v－S－VO－S－v－V

vIPvIP

Ｌ

異
フ
ム
別

●
●

イ
乎
澗
蝋
血
伽
伽
測

０
０
１
２
１
４

４
６
２
１
８
１２

5

4 （1）

1

0

2

12 （1）

ｊ

②

２

５
３
６
９
５
８２

(3)

刃
帥
う

ぐ
ｉ
ｆ

②
⑩
⑧’

（ ）内の数字は左側の数（目的語が名詞・代名詞の

ときの総計）のうちに含まれる代名詞のときの数

(d) 感嘆女

大勢は転倒に従う。

Whatnever-dyinghonourルα油hegひr

AgamstrenownedDouglas!…(zHイ.3.2.106-7)

Alack,mmewhatstrangeeffect

Wb"〃ﾒﾙayzfjo7･"inmildaspect! (As.4.3.53_4)

稀に正常の場合もある。

Howsmartalash""SPeech伽油giWmy

conscience! ( 77zZ.3.,.50)

一般に感嘆文が転倒を圧倒的に多くそなえていること

は韻律上の理由もさることながら，発生的には疑問文と

密接な関係があることも見逃せない所である。事実次の

場合感嘆符（ 1）が疑問符（？）よりも似つかわしい。

Whatthing, inhonour,ルααmy〃ZherIosr,

Thatneedtoberevivedandbreathedinme？

(2H乎・5.,.,,3-4)

4．0．Word-orderinthePredicate

間接目的語(1.0)と直接目的語(D.O), 目的語と補

語，命令文に於ける動詞と目的語および補語の語順が正

常なものと異るときがある。

(a) D､0-1.0およびC-Oの場合

普通のものから逸脱するのは「均斉」と「強調」の原

理で決定される。

（ｲ）均 斉

敢て引き合いに出すまでもないがThyBrutusbidme

give〃ｵﾙ“,…(Cczes､5.3.86)における目的語の位置決定

の一つの要因に音価の軽重が作用していることは否定出

来ない。目的語や補語が名詞の場合も同様である。

………ThensenselessIlium,

Takesが加刀e7-Py7-7-"s'"γ……(Hｸ"/､2.2.496-9)

Tosee′e7bγ加，α油ete'zo"'･qfo"'･zUo㎡．

(2H¥.5.5.75)

Wouldhavemade"Icbrhe6"'･""gayeqf
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upon't,

Abrother'smurder・B-qycanl""

Thoughindinationbeassharpaswill:

（乃畑､3.3.37-9）

2．0. M-V-S-OとO－V－S

散文と共通して見られるのはGhave'動詞に限られてい

ることは既にのべた(PARTI1.2.(c),3.0(b)｡それ以

外の実質動詞が韻文には見られる。

ff)M-V-S-O

Here/beIzuebutZhe'e7zα伽"Aぬれ

(As､2.,.5)

Now/"γIzMszU"gf加允S趣γｵ"grzi";

(H"zJ､4.7.,94)

Then油γe”ルedownル伽se〃α〃α〃油eか

〃zﾉes(2Hf.4.,.,27)

㈲O-V-S

………T"s6""γrasｵe

Ⅳe〃ルise"g7･oss"ze"Zstotheendmgfather

(2H手.4579-80)

Butα"s””’"α〃〃none:yetoncemethought

(H"/､1.2.,45)

3.0． End-PositionofVerb(Word-ordermPredi-

cate)

補語・目的語が前位を占める(PARTI2.0,3.0)以外

を除けば,動詞の後に置かれるのが普通である｡ところで

韻文では動詞の前にくることがある。これは散文でも決

して起らないわけでないがやはり韻文がもつ特有の語順

といってよいだろう。語順は表現的には思想・感情を展

開する様式であり，文法的には配列のパターンである。

強調される語を前位・後位に転換することからもわかる

ように或る程度思想・感情の変化に，語順も変化して対

応するわけである。然しそれはあらゆる変化に対応出来

るであろうか。例えば疑問文のある女要素を強調しよう

として，前位を占めさせ得る場合はAndhotchiSα"‘〃

sZα"‘Zswhoknowssaveheaven？（Hｸ7z2.3.2.82)のよう

な含意否定(ImpliedNegation)の目的語に限られそれ

以外は普通許されないだろう。 ここに自づと限界があ

る。統語法の許す範囲内で思想・感情の流れを出来るだ

けきめ細かく表現しようとすれば許される手段は「補

語･目的語を動詞の前におく」，逆に「動詞を補語・目

的語の後におく」 （同じパターンでもねらいが異なる）

ほかにはないだろう。助動詞との組承合せを考えると理

論的にはC-V,C-v-V,v-C-V,0-V,O-v-V,v-O-V

(vとVの位置をかえれば此れ以上の組象合せがあるが

実際は起こらない。二番目の組承合せも実際はない） と

いう6箇となる。此のパターンが無意味というわけでは

ないが，異なった目的で転換された語の配列が偶然に同

一のパターンとなる場合が多いので， より重大なのはパ

h“”e'z, (H77zZ.2.2.540)

最後の例についてだが，MZzたe7"“theguilty(Hｸ"2.

2.2.590),"αたesickmenwhole(C"s､2.1.327),"α舵jess

thybody(2H¥.5.5.52)の様にmakeは形容詞と合して

完全他動詞と同等の機能を果す融合(COhesion)の原則

も働いていると思われる。

（ﾛ）強 調

両方の目的語が代名である場合， 「後位強調」の原則

に従って後位は強調される語が占める。

Moreover,hehathleftyouallhisworks,

．…･….hehathleftthemyo", (Cczes.3.2.253-5)

散文にも見られる:Mr.Gower, iftheybecomeme

not,hewasafoolthattaughttheml"e(2H¥.2.1.204-5)

(b) C-Vと0-V

命令文で内容が強調されたり，叉前文との関係でこの

語順をとる。時には修辞法によるときもある。

（ｲ）強 調

Neithera肋〃0画eγnora彫刀伽γ6e;

( 77zZ.1.3.70)

散文の例:""z彫"”"ん， オルe7rsr6""iSh.(ZH.f.
2,4.473-4）

回前文との関係

Byreasonofhisabsence,thereisnothing

Thatyouwillfeedon;but"んαオis,co"2esee,

(As､2.4.85-6)

散文の例:Omonstrous1butonehalf-penny-worth

ofbread……Wﾙz〃he7･eiseJSe,feebcIose; (ZH¥.

2.4.59,-3）

('9Epanalepsis (文頭の語を文尾で繰返す修辞法）

RememberMarch,rhe"esqfMuz?℃h""@e"z6e7-

(C@ZeS.4.3.,8)

PARTHSpecialTransposionofWord-order

1．0． Front-PositionoftheVerb

動詞自身が強調されるため前位を占めるのは韻文か文

語体の散文に見られるものである。

(a) V-S

But"eZhyオ肋z‘gｶｵswhenthyfirstlordis

dead(H"z2.3.3.3.39)
口

(d) V-S-vとV-v-S

・本動詞が強調されて前位を占めると助動詞もしくは否

定詞が後位に残される。文脈によってはそれらが本動詞

以上に強調されることが起る。

………youaresosickoflate,

Sofarfromcheerandfromyourformerstate,

Thatldistrustyou.Yetthoughldistrust,

DisColwW"you,mylord,itnothmg加郷sr：

(H"zZ･3･2･173-6)

1t(=myoffence)hasthepr加aleldestcurse
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ターンの背景にある「思想・感情の流れの型」あるいは

「その様にアレエンジする動機」である。

(a)主語と補語・目的語の連想関係

主語と補語．目的語とが「対照的な関係('0)｣， 「主格

とその属格に支配される名詞｣， 「主格とその再帰代名

詞」 ， 「対等的な関係」などの連想上の有契性によって

近接した位置におかれる。

（ｲ）対照的な関係

Iwillyoz"-veryfaithfulfeederbe(As.2.4.99)

TEyfaithllqyfancytotheedothcombme.

(As､5.4.,56)

Nowmustyoz"･consciencemyacquittance

Seal,(H"Z､4.7.,)

cf・LetgE""e7zessmystronge"/b7･ce77ze7zrbe:

(As､2.7.皿8)

Iratherof"Sabsencemakethisuse:

(ZHaf.4.2.3)

㈲主格とその属格に支配される名詞

Wewillo"アyouthleadontohigherfields

(2H¥.4.4.8)

ForI"zi"eeyeswillrivettohisface

(H".8.2.90)

Whenheh伽selfmight"squietusmake

（乃秘､8.,.75）

cf.LetaUthebα"""ze"応沈e"ordihance

fire;(乃趣､5.2.281)

（ノリ主格とその再帰代名詞

………Wewilloz"弓selz'esprovide( "zj､8.3.7)

………if"socc""αJg"伽

Donot"s"unkennelmonespeech,

（乃脇､3.2･85-6)

cf. Ybzz"to""rebelS,………(乃脇､1.3.44)

IfHQ"z"fromh加s"beta'enaway,

（乃遡､5.2.245）

㈲対等的な関係

Witheyeslikecarbuncles, Zhe"e"isbZI)"γ伽s

O"g79α"dsi"P"""zseeks'． (H"z2.2.2.485-6)

Unless"67℃助〃shouldα〃orh〃dare

(zH乎.5.2.54)

16a"ces""didfromthestreetofRome

TMemz呵郷〃drive,whenhewascall'da

king. (CCzes.2.1.53-4)

cf． fう".γ〃"satP"α"zdrives;…(H"ZJ.2.2.494)
H"フツtoH"γたyshall,hor"07asetoboﾉQse

Meetandne'erpart…(ZH芋.4.2.122-3)

此等の関係は比較の例に見られるHortativesentence

の異常な語順，副詩句の位置をも説明してくれる。さら

に無視出来ない点は(ｲ)の2番目の例でcombmeが前行

のTnineと押韻するように脚韻構成に時折役立っている．

ことである。

(b) その他の連想関係

「人とその状態」， 「行為者と動作の素材」などの間

にも認められる。浮び上る主要概念を一括して配列し，

それらの関係を示す動詞を後へ押しやる。

け）人とその状態

Formypart,Imayspeakittomyshame

Ihaveaが"α"オbeentochivalry;(ZH.f.5.1.98)

For"eiss"e7否""ozJsgrownoflate,

(C@zes､2.,.,95)

㈲，行為者(物)と動作の素材･結果,動作を受けるもの

Thismustnotbe':andthenI"es〃"だgave

her, (H'7zI.2.2.,40-2)

Butoz"co""zfz"docJMd"ze"'s戸"gF7"

callthem.(IMI.4.7.162)

W乃“e〆α"so"zsdidZheg℃"eγαJcq齢γsfill:

(Qzes.3.2.94)

先行する部分と目的語との引力が次の奇妙な語順O-

V-Cを成立させている。

………O,suchadeed

Asfromthebodyofcontractionplucks

Theverysoul, andsweef7Pe"gjo〃〃zαたes

Aアル"so(Zyqf"o7tZs:………(H"zI.3.4.45-8)

(c)動詞の強調（動詞は他動詞に限られる）

動詞を強調する為に文尾に置く。後位は意味上のリズ．

ムとしては前位と同様強いわけであるが，それに加えて

S-O-Vという語順は，我々が無意識にS-V-Oを期待

しているので読承（または聴解）の進行が一時的に阻止

される，それ故一層強く強調される。それに押韻が加わ．

れぱなおさら効果的である(次のwedとdeadが押韻)。

Sothmkthouwilt"oseco"d加s6α宛azgﾉea;

Butdiethythoughtwhenthyiirstlordis

CJ"".(H77ZZ.8.2.224-5)

次は国王クローディアスが婚約発表をする場面だが，

Gbefitted'はハムレッ トにどんな風に響いたであろうか｡、

ThoughyetofHamletourdearbrother'sdeath

Thememorybegreen,andthatit zJs6戒だea-

Tobearourheartsmgrief…(H"zZ.,.2.,-3)

兄レアティーズの訓戒に対するオフェリアの答えには

両者の対照的な態度が浮彫りされる。

IshallZheWbcjqfr〃sg℃odJesso刀舵竿,“…・

FIimgelfzhe′γ畑γosep"hofdtzJ"α"“

〃"dS, (H77zZ.,345-50)

すでに(a)でのべた連想関係による近接と動訶の強調

が同時に行われることもある。

Evensog7でarmeng7-e"Iossess〃o"〃

e'zdz"-e(C@zes,4.3.,98)
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|､C-|"|"-|¥O-|"|§二S-
If"ozJdidsteverメルydearfather/oUe－

(H??zZ.,.5.23)

(d)節〔'1) ・疑問文に於ける補語， 目的語の強調

節と疑問文においては平叙女におけるように強調しよ

うとする語に前位を占めさせることは出来ない。従って

動詞の前に置いて同一の目的を達するのである。

け）節の場合

Which(=purpose)now, likefruitunripe,

sticksonthetrees;

Butfall,unshaken,whenthey"ze"owbe.

(H"zZ.3.2.200-201)

’
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れば主語，動詞（または助動詞）の占めるのは第一詩

脚の偶数音節から第二詩脚の奇数音節か，偶数音節を

含めた第二詩脚全体に及ぶからである。

(5)op.c"．PP､17-18

(6)毛利可信： 「英文法シリーズ23巻・語順」研究社，

P.19参照, thereisをGS-V'に準じて考えisthere

をその転倒とする見方がのべられている。

⑦O.Jespersen著：清水護訳「英語ライブラリー(4),

韻律論」研究社,P,9

(8)O.Jespersen,Esse""αZsq/EngZisﾉiG7･α加加αγ，

GeorgeAllenandUnwm,1956,P､99

(9)”.c"・P､306で疑問文の語順V-Sがv-S-Vに取

って代られた理由がのべられている。韻文に於ても

M-V-S-Oという言順が極めて少なくM-v-S-V-O

が一般的であることを見れば少なくともM-v-S-V-O

が圧到的な理由の一つに疑問文の場合と同一の原則が

支配しているように思われる。

⑩E､A.Abott,AshαたeSp""α〃Gγα加加αγ,Senjo-

Shoten,Tokyo,P.315参照．

⑪".c".P､315参照．

IhdlsoZα戒sbofmypresencebeen

And[opinion] leftme inreputeless

banishment, (ZH¥､3.2.89-44)

Thatlshallthinkitamostplentouscrop

Togleanthebrokenearsaftertheman

Thatrhe71za伽hα7.zjeSrreaPS: (AS.3.5.,0,-3)

㈲疑問文の場合

WhyshouldthiSaaese〃be？

Foritisunpeopled？NC；

Tonguesl'llhangoneverytree,

(As、 3.2.118-5)

………Thecommonexcutioner,

Fhllsnottheaxeuponthehumbledneck

Butfirst.begpardon:willyousreγ""be

ThanhethatdiedandlivesbybloodydrOps？

（乃脇､3.5.3-7）

文脈によっては目的語と同時に動詞も強調される。

Thatlessentiallyamnotinmadness,

Butmadincraft． 'Twasgoodyoulethim

know;

Forwho,that'sbutaqueen,fair,sober,wise,

Wouldfromapaddock, fromabat, agib,

Sz"〃αew"co"ce"z"Zgぢん〃e？…

(H"zJ･ 3.5.,87-,9,)

(e)パターンと頻度数

補語も， 目的語も助動詞と本動詞の間に置かれる複合

型式の場合が単一型式より多い。それは助動詞の持つ韻

律調整の働き(1.2. (d')参照） と主語の直後に助動詞を

置く 6S-v-V'の方が@S-V'より自然に感じられるからで

あろう。又補語の場合， 目的語のときよりも全般に頻度

数が少くS-C-v-Vに至っては皆無であるというのは

「動詞の後位強調」の用法が存在しないことと無関係で

はないだろう （次表参照）。
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